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事例報告書作成の手引き 

（ver..3：R020201） 

 

Ⅰ．報告書作成にあたって 

〇５事例につき、以下の規定に基づいてそれぞれ２ページに収まるよう記入してください。 

〇当該患者１名につき１事例としてください。 

〇対象の事例は、介入終了から概ね過去５年以内のものとしてください。ただし、現在も継続中の症例については

この限りではありません。 

〇事例の選定にあたっては、薬剤師としてどのような介入を行ったかが明確なものとし、外来で対応可能であった

り、単に「残薬の整理を行った」「一包化した」「お薬カレンダーを導入した」等の事例は避けてください。また、介

入が不成功に終わった事例の場合は、考察を十分に行い、次に向けての展望を示してください。 

〇各症例において、患者の疾患や治療内容に関する情報を記載する際には、患者のプライバシー保護に配慮し、

患者が特定されないよう留意してください。 

 

Ⅱ．１ページ目 

申請者情報、表題、および事例報告を記載してください 

①申請者情報 

〇氏名、所属、事例発生時期および記入年月日を記載してください。 

②表題 

〇事例の簡単なタイトルを 50 字程度でつけてください。 

○抽象的な表現ではなく、その事例のポイントがわかるようなタイトルをつけてください。 

悪い例 ： 「〇〇〇〇に対する服薬指導」 など 

望ましい例： 「○○○○の介入により、服薬アドヒアランスが改善した症例」 など 

③事例報告 

〇次の１～５の５つの項目に基づき、薬剤師として行った介入が明確になるように記載してください。また、各項目と

も文章で記載するものとし、箇条書きでの記載は避けてください。 

１．患者背景（介入に至るまでの経緯） 

２．介入が必要と考えられた問題点およびその時点での目標 

３．介入の具体的内容 

４．介入の結果および考察 

５．今後の課題 

〇フォント：MS 明朝、サイズ：10.5pt 黒文字を用いて記載してください。 

〇各項目を記入する枠は適宜上下させてかまいませんが、全体として１ページに収まるように調整してください（全

1,000 字が目安になります）。 

 

Ⅲ．２ページ目 

〇１ページ目の事例報告を読み説くにあたり、必要と考える患者情報、処方薬等の情報を記載してください。 

〇すべて１ページに収まるように調整してください。 

〇フォントは MS 明朝としますが、フォントサイズについては適宜変更してかまいません。また、必要のない項目に
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ついても適宜削除してください。 

 

Ⅳ．医薬品名・略語の記載 

 〇医薬品名は、一般名または商品名のどちらを用いてもかまわない。 

 〇論文中で繰り返される語は略号を用いてもかまわない。初出時に正確な語を記載し、以下に略号を用いることを

明記すること。また，外国語であるが日本語読みになっている場合はカタカナで記載してもかまわない。 

 

Ⅴ．書類審査基準 

提出いただいた事例に関して書類審査を行い、次の１～１０の審査基準に合致しないものはその時点で申請却下

となりますのでご注意ください。 

１．介入終了から概ね過去５年以内の症例であるか（現在も継続中の事例を除く） 

２．表題（事例タイトル）は、当該事例を適切に表現したものとなっているか 

３．介入に至るまでの経緯が示されているか 

４．介入が必要と考えられた問題点および目標が示されているか 

５．介入の内容が具体的に示されているか 

６．介入に対する結果が示されているか 

７．介入の結果に対する考察がなされているか 

８．３～７を踏まえた今後の課題が示されているか 

９．各事例について、箇条書きではなく文章で表現されているか 

１０．その他手引きに記載された規定が守られているか 

 

Ⅵ．事例報告審査基準 

提出いただいた事例は、面接試験での質疑応答と併せ、次の１～９の評価基準を基に審査いたします。 

１．在宅での介入事例として適切であるか（例えば、外来でも対応可能な事例でないか、単に「残薬の整理を行った」

「一包化した」「お薬カレンダーを導入した」等の症例となっていないか） 

２・実際に介入する前に十分な検討（問題点の抽出）を行い、具体的な目標を立てているか 

３．介入にあたっては患者あるいはその家族の想いを配慮しているか 

４．介入の内容は薬剤師として適切なものであるか（薬剤師としての範囲を逸脱していないか） 

５．医師や看護師、ケアマネなど特定の職種だけでなく、複数の職種と連携しているか 

６．フィジカルアセスメントにあたってはバイタルサインの知識や技術を活用し、その情報を多職種間で共有してい

るか 

７．介入の結果を客観的に評価しているか（報告者の自己満足で終わっていないか） 

８．介入の結果、その患者の状態がどうなったかを評価がしているか 

９．次に向けての展望を考慮した考察となっているか（特に不成功事例の場合） 
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事例報告（新規申請審査用）● 

記入年月日 ： 20  年    月   日 

氏  名  所  属  

事例発生時期 20  年    月   日 事例終了時期 20  年    月   日 

表  題 事例の簡単なタイトルを 50 字程度でつけてください。 

記載上の注意：MS 明朝 10.5pt の文字を用いて記載し、以下の 6 つの項目を含め 1 枚に収めること。 

１．患者背景（介入に至るまでの経緯） 

 

 

 

 

 

２．介入が必要と考えられた問題点 

 

 

 

 

 

３．介入の具体的内容 

 

 

 

 

 

４．介入の結果および考察 

 

 

 

 

 

５．今後の課題 

 

 

 

 

 

 

継続中の事例の

場合は「継続中」

と記入 

〇１～５の５つの項目に基づき、薬剤師として行った介入が

明確になるように記載してください。 

１．患者背景（介入に至るまでの経緯） 

２．介入が必要と考えられた問題点 

およびその時点での目標 

３．介入の具体的内容 

４．介入の結果および考察 

５．今後の課題 

〇フォント：MS 明朝、サイズ：10.5pt の黒文字を用いて記載し

てください。 

〇各項目を記入する枠は適宜上下させてかまいませんが、

全体として１ページに収まるように調整してください（全

1,000 字が目安になります）。 



 4 / 4 
 

患者情報           （事例報告●） 

年  齢 歳代  性  別  介護認定  

居住形態  介入開始日  介入終了日  

疾病名 入手できる範囲内で病名を記載してください。 

所  見 医師からの情報、検査値、バイタルサインなどを含めて記載してください。 

医療系 

サービス 

□訪問診療 □訪問看護 □看護職員訪問による相談・支援 □訪問歯科診療 □訪問薬剤管理指導 

□訪問リハビリテーション □短期入所療養介護 □訪問歯科衛生指導 □訪問栄養食事指導 □通所リハビリ 

□その他（                                                                  ） 

介護系 

サービス 

□訪問介護 □通所介護 □短期生活介護 □施設入所（            ） □レンタル利用（           ） 

□その他（                                                                  ） 

特別な医療 

処置内容 ： □点滴の管理 □中心動脈栄養 □透析 □ストーマの処置 □酸素療法  

□気管切開の処置 □疼痛の管理 □経管栄養 

特別な対応 ： □モニター測定（血圧、心拍、酸素飽和度 等） 

褥瘡の処置 ： □失禁への対応 □カテーテル（コンドームカテーテル、留置カテーテル 等 

生活状況 1 日の生活のリズム、食事、睡眠、排便等に関する情報、喫煙・飲酒等の情報を記載してください。 

精神状況 患者の性格・価値観などについて記載してください。 

処方薬・サプリメント等の内容（薬品名、用法等） 

介入前 介入後 

処方薬・サプリメント名 用  法 処方薬・サプリメント名 用  法 

 

 

 

 

 

 

 

   

医療衛生材料等の対応（名称・規格等） 

 

 

他の職種との共同指導等の内容 

 

 

その他、特記すべき事項 

 

 

 

〇個人情報保護の観点から患者を特定可能な記載は避け

ること （年齢、氏名、ｲﾆｼｬﾙなど NG） 

〇１ページ目の事例報告を読み説くにあたり、必要と考える

患者情報、処方薬等の情報を記載してください。 

〇すべてが１ページに収まるように調整してください。 

〇フォントは黒文字・MS 明朝としますが、フォントサイズにつ

いては適宜変更してかまいません。また、必要のない項目

についても適宜削除してください。 


